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ゲムスタを手に取っていただきまして、ありがとうございます。

今回は高校生ゲーマーにスポットライトを当てさせていただきました。

インタビューをさせていただいたお二方はGameWith所属で、現在『大乱闘スマッシュ
ブラザーズSPECIAL』の日本トップクラスのプレイヤーであるZackray選手と、同チー
ム『クラッシュ・ロワイヤル』部門のエースをKK選手です。お二人のゲームへの取り組
み方や考え、年齢に端を発する問題など様々な話題をお聞きしました。いつもより紙面
を割いており、読み応えがある内容となっておりますので、ぜひご覧になってください。

また、高校の部活動へも取材をさせていただきましたのでこちらも大変興味深い内容と
なっております。合わせてご覧ください。

寒さが身にしみる季節となりましたが、体調を崩されぬようご自愛ください。
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海外への道を開いたGameWithのサポート
――今回はGameWithに所属するZackray選手とKK

選手に、高校生プロゲーマーとしての活動について伺いた
いと思います。まずはGameWithに所属したきっかけか
ら教えてください。
Zackray　『スマッシュブラザーズシリーズ（以下、スマブ
ラ）』の大会に出場していて、大会の成績が上がってきた時
に声をかけてもらいました。おかげで海外の大会に出場で
きるようになって、世界が
変わりましたね。海外の大
会は高校生がゲームをしな
がらバイトをして行けるほ
ど簡単な舞台ではないので、
サポートしていただけるこ
とに感謝しています。その
分、プレッシャーはありま
すが、「活躍しなきゃ」とは
思わないようにしています。
どんな状況でも、試合に勝
ちたいという気持ちは変わ
らないので。
KK　『クラッシュ・ロワイ
ヤル（以下クラロワ）』はプ
ロリーグの前にプロ選考会
を行うのですが、出場して
唯一声をかけてくれたのが
GameWithでした。今年
のクラロワのプロリーグは、
韓国で2ヵ月に渡って開催
されたんですが、出席日数
の都合で丸々は学校を休め
なくて。その間に日本と韓
国を何度も往復させてもら
いました。ある意味でプレッシャーがかかりましたが、「頑
張ろう!」と思う原動力にもなりましたね。

――Zackray選手もKK選手も、それぞれのゲームを始め
た時からプロを意識していたのですか?

Zackray　始めた時はさすがに思っていなかったですね。
なので「Zackray」という選手名も深くは考えずにフリー
ゲームのキャラクターから付けました。プロになることが
前提だったら考えていたはずで、改名しようかと思ったこ
ともあったのですが、定着したのでこのままでいいかなと。
KK　ぼくもプロになるとは…という感じです。ただ、「何

かの分野で一番になりたい」と思っていて、昔はサッカー
で、今はクラロワですね。

――ちなみにKK選手の選手名の由来は?

KK　元々本名だったのですが、いろいろな人に知られる
と思ったら怖くなったので改名しました。KKはイニシャ
ルで、数字はサッカーで背負った歴代の背番号です。選手
名に数字を入れたことでオリジナリティが高まったよう
で、「19212」を自分のプレイヤーネームに付けてくれるファ

ンを見かけると嬉しくなり
ます。
Zackray　それ、うらやま
しいなぁ。もっとちゃんと
考えておけばよかったです
（笑）。

夢中になれるものを
見つけた幸運

――スマブラとクラロワ。
それぞれのゲームを始める
ようになったきっかけを教
えてください。
Zackray　ゲームは小さい
ころから好きで、スマブラ
は友人と一緒に遊んでいま
した。負けず嫌いな面があ
るので負けるのが本当に悔
しくて、「勝つためにはどう
したらいいか」と考えなが
らモチベーションを保って
プレイしていましたね。そ
れで「地元最強」という気
持ちとともに、オンライン

環境に飛び込んでみたのですが、なかなか勝てなかったの
でまたそれも向上心につながりました。
KK　ぼくもクラロワは友人に教えてもらって始めたので
すが、いつの間にか友人より上手くなっていました。どち
らかというと飽きっぽい性格なのですが、クラロワはハマ
りましたね。こんなに夢中になれたのはサッカー以来だな
という感じです。
Zackray　ぼくも一緒だな。ハマれるものにはどっぷり浸
かるのですが、それ以外のものには執着がないというか。
中学生のころは部活に入ってはすぐ辞めるを繰り返してい
て、テニス部を2回だけ行って辞めて、そのあとの卓球部

KK / Zackray
GameWithが発掘した2つの才能

Interview

GameWith

『スマッシュブラザーズシリーズ』と『クラッシュ・ロワイヤル』。
いずれも競技シーンが世界的に盛り上がっているタイトルであり、強豪選手も日々切磋琢磨している。

そんな世界に飛び込んだ2人の高校生プロゲーマー。
「目指してはいなかった」と口を揃えながらも、運命に導かれるようにプロとなった彼らは、

何を思いながら今日まで走ったのだろうか。

Photo / Junpei Ishikawa   Text / Shingo Morita
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は1ヵ月で（笑）。担任の先生に呼び出されましたが、「面
白くないから行きたくない」と言い切りました。われなが
らハッキリした性格だなと思います。

――中学生らしからぬすごいエピソードですね（笑）。ち
なみに格闘ゲームの選手を紹介するサイトでは、Zackray

選手は「天才」と称されていますがどう思われますか?

Zackray　気になることもありますが、それがプレッシャー
になることはありません。ぼくはスマブラ界隈では若手の選
手なので、「若くて強い＝天
才」と思われるのかもしれな
いですね。ぼくは他の人より
も努力をしているという自
負があるので、重荷にはなっ
ていないです。

アメリカと韓国。それ
ぞれの舞台で感じる 
成長

――先ほど「GameWith

に加入して海外の大会に参
加できるようになった」と
2人が口を揃えましたが、
海外の大会を経験して得た
ものはありましたか?

Zackray　海外の大規模の
大会に出場したことで、改
めて「勝ちたい」という気
持ちが大きくなりました。
飛行機で何十時間もかけて
向かうので、気持ちも入り
やすいですね。長時間のフ
ライトは疲れることもあり
ますが、何度も出場したことで海外の環境に慣れてきたの
で、いい経験をさせてもらっています。

――Zackray選手は「Genesis6」「The Big House9」
と主に2つの大規模大会に参加されましたね。
Zackray　日本の大会とは、空気や雰囲気が違いました。
独特というか、海外の大会では未だに緊張するので、普段し
ないミスも出たりします。どちらかというと落ち込むタイプ
なんですが、置かれている状況によっては開き直れたりもし
ます。

――一般的に「海外に行くと人生観が変わる」と言われた
りしますが、Zackray選手はいかがでしたか?

Zackray　大会とはいえ基本的にはゲームをプレイしに
いっているので、そういった意識はないです。「Genesis6」
も「The Big House9」も開催地がアメリカなんですが、オー
クランドとデトロイトで全然違う場所なので、大会に気持ち
を持っていきつつ、観光も楽しむという感じでしたね。

――「The Big House9」では見事に優勝も成し遂げま
した。結果を出したことで、
また注目度も高まります
ね。
Zackray　優勝できたのは
調子がよかったというとこ
ろもあったので、まだまだ
絶対的な強さはないという
気持ちが大きいです。自分
が考える世界一の選手とい
うのは総合的に強い選手な
ので、これからもそういっ
た選手を目指して努力して
いきます。

――KK選手の海外大会で
の思い出は?

KK　「WCG」に出場した
ときのことなんですが、画
面越しに憧れていた海外の
選手と実際に会えた時は、
感動したし自分の成長も感
じられましたね。

――海外選手とのコミュニ
ケーションはいかがです

か?

KK　英語が苦手で、なかなか思うようにはいかなかった
ですね。勉強したいとは思うのですが。
Zackray　ぼくも英語はしゃべれないですが単語はわかる
ので、相手が何を言っているかを察しつつ、返す時は翻訳
機を使います。勉強は苦手なので、今後もしゃべりは…。

――クラロワのプロリーグ・クラロワリーグ アジアに参戦
するため、韓国に滞在することも増えました。現地ではど
のような生活をされていましたか?

KK　チームでシェアハウスを借りて、5人で共同生活をし

は関係なく、YouTubeに動画をアップして楽しんでいる
感じでしたね。
それでも発売日からの3ヵ月で1000時間プレイしていま
した。同棲していた彼女に「ゲームばっかりして」と別れ
を告げられても「楽しいんだよ」って返すほど（笑）。姉
の結婚式以外は全部やっていましたが、地力はそのなかで
高められたのかなと。

日本初のお笑い芸人プロゲーマーが誕生

――楽しさのあまり生活が変わるほどプレイしたスプラ
トゥーンですが、改めてのめり込んだ魅力を教えてください。
倒す倒されるだけでない、“塗る”という要素が大きいです
ね。相手を倒さなくてもチームに貢献できるところ。床を
塗った面積が広いほうが勝ちという、誰が見てもわかりや
すいルール。私もそうですが、FPSやTPSをプレイしたこ
とがない人でもたくさんプレイしているというのがすべて
を物語っていると思います。

――老若男女がすべて入り込めるゲームはなかなかないで
すよね。そんななか『スプラトゥーン2』ではプロゲーマー
として活動していくことになるわけですが、どんな経緯が
あったのでしょうか。
スプラトゥーン2が発売される少し前に『PUBG

（PLAYERUNKNOWN'S BATTLEGROUNDS）』など
が話題になって、「eスポーツ」という言葉が広まってきて
いました。その流れでスプラトゥーン2も競技シーンが活
発になると思ったので、私自身もその輪に入っていたいと
思い、交流のあったプレイヤーに声をかけてLibalentに
話を持ちかけました。

――2438選手が立ち上げたチームだったのですね。
ただチームのメンバーは上手な選手が揃っているんです
が、実はぼくが一番ダメでして（笑）。スマブラのときは
ゴリゴリの選手だったのですが、スプラトゥーンは「楽し
む」が先にあったので、頭を選手に切り替えるところで苦
戦しました。

KK / Zackray
GameWithが発掘した

2つの才能
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ました。もちろん初めての経験だったのですが、チームメ
イトは同世代なので和気あいあいとしていましたね。たま
に1人の時間がほしいと思うこともありましたが（笑）。た
だ最初にも言ったのですが、高校の出席の関係で1シーズ
ンあたり5～6回の往復をしていました。時には次の対戦
チームの対策が終わらない中で日本に戻らないといけない
こともあって、授業中でもああでもないこうでもないとシ
ミュレーションしていましたね。

――高校生プロゲーマーならではの悩みにも見えますが、
学校との両立に関して気になることはありましたか?

Zackray　ぼくは高校卒業後の方向性が決まっていたの
で、取り立ててはなかったですね。KK選手は?

KK　クラロワリーグ アジアの試合があったので、学園祭
に参加できなかったんですよ。クラスで模擬店をやったみ
たいなので、高校生らしいことをしたいなぁと思うことも
ありました。今は割り切れていますが。

「毎日やらない」というZackray選手の思考

――練習やプレイ時間に関しても制限があると思います
が、どうやり繰りしていますか?

Zackray　スマブラの練習に関しては、週末にまとまった
時間を割くことが多くなりました。ある時、オンラインで

黙々と100戦やるよりもオフラインでアドバイスを聞きなが
ら3試合やる方が断然成長が早いと気づき、そこからはあま
りネット上での対戦はしなくなりました。隣に人がいるのと
いないのでは、練習の価値がまったく違いますね。最近は週
末のオフライン練習のために、平日は別ゲームをやってモチ
ベーションを高めておくことの方が多いですね。なので「毎
日どれくらい練習していますか?」と聞かれると返答に困る
ことがあります。

――技術を上達させるためには、「毎日練習しないといけ
ない」という固定観念がありますよね。
Zackray　「プロとはそうあるべき」と思われたりします
が、モチベーションがない状態で練習するのが一番ダメだ
と思います。向上心がないと誰からのアドバイスも聞く
耳を持てないんですよね。コツコツやるのも大事ですが、
10％のモチベーションで毎日やるくらいなら、100％のと
きに一気にやったほうが断然身に付きやすいです。

――KK選手の練習事情はいかがですか?

KK　ぼくの場合、まずクラロワリーグ アジアが開催されて
いるシーズン中は、決まった時間にオンラインでチームメン
バーと集まって練習をします。対戦チームの研究や対策練っ
て、あとはひたすら実際にプレイですね。オフシーズンはラ
ンクマッチで上位を目指しているのですが、ここでも基本的

には反復練習ですね。一試合終わったら次、次という感じで。

――そういった中で、Zackray選手でしたらウルフ、KK

選手でしたら枯渇デッキと、代名詞的なキャラクターや使
用デッキを磨いているわけですね。
Zackray　今はウルフのほかに常時3キャラくらい使え
るようにと思って練習しています。大会に出場する選手
の7割くらいは1キャラに特化したスペシャリストなので
すが、スマブラはキャラクター数が多いのでどうしても
キャラクター間の相性差が出てきます。そんな中で複数の
キャラクターを使えると、スペシャリストへの対策がしや
すくトーナメントで安定して勝てるようになります。また
YouTubeで配信もしているので、使えるキャラクターが
多いと映えるかなとも思ったりします。
KK　昔から「KKならこれ」といったデッキがなかったん
ですが、枯渇デッキだけはずっと使っていて、気がついた
ら「世界でもトップクラスの枯渇デッキ使い」と呼ばれて
いました。ぼくもYouTube配信をしているのですが、ク
ラロワはプロアマ問わずYouTuberが多いんですね。そん
なときに自分だったら何ができるかと考えたときに、やっ
ぱり人より上手く扱えるデッキは枯渇だよなと思って、そ
こから自分でも「KK＝枯渇デッキ」と意識するようにな
りました。

――実際の試合に関しても…、Zackray選手はサイトに
出場大会の履歴が掲載されていたりしますが、2019年だ
けでもかなりの数の大会に出場されていますね。
Zackray　スマブラは大会が多いんです。国内の大型大会
が月に1度行われていて、海外を含めると2週間に1回くらい
は大規模な大会が開催されています。それに平日の大会が加
わるという感じですね。国内大会の場合は出場選手がおなじ
みの面々になることが多く、お互いの手の内を知っているこ
ともあって対策の応酬という面もあります。それを踏まえて
の複数キャラを使うようにしてますね。

――やはりどんな大会でも上を目指したいものですよね。
しかし大会の開催数に関しては、スマブラならではという
印象もあります。
Zackray　スマブラはほかの格闘ゲームに比べて、トップ
層が顔を合わせる回数が極端に多いと思います。そのため
日本ランキング1～ 50位くらいまではみんな知り合いと
いう感覚ですね。またスマブラならではの「宅オフ」とい
う文化もあるので、最近は地元の友人よりもネットで知り
合ったゲーム仲間と合う機会が増えました。ここまでオフ
会や大会が開かれると「スマブラ界隈は平和」と思われる

ようで、どんどん新しいプレイヤーが出てくるんですよね。
やっぱり治安はいいに越したことはないです（笑）。

――KK選手はGameWithの初期メンバーとして、クラ
ロワリーグ アジアを駆け抜けてきましたが、改めて振り
返ってみていかがですか?

KK　2019年はシーズン1こそリーグ戦を勝ち上がってプ
レイオフまで進めたのですが、シーズン2の結果が散々で。
2ヵ月の長期戦ということもあり、メンタルの保ち方とか
がまだまだだったかなと反省しています。プレイスキルを
磨くことももちろんですが、まだまだやらなければならな
いことは多いなという思いです。ガタっと来てしまった原
因は…クラロワリーグ アジアは団体戦なんですが、ぼくが
出場する機会が多かったので、やはりもっと勝てていたら
とは思います。流れを作るべきだったなと。

――チームの所属歴にしてもテクニック的にも、「エース」
という立場でありましたから、背負うものも大きかったで
すよね。一方でスマブラは個人戦ですが、Zackray選手
のは個人で突き詰めていく方が性に合っていますか?

Zackray　チームとして戦うゲームはプレイしたことがな
いのですが、あまり向いていないと思います。例えばチー
ムが負けたときに、原因が自分にあるのか味方にあるのか

KK / Zackray
Interview
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るんですが時間を制限されて、ゲームをするといい顔をしな
い親だったので。でもGameWithから話が来るようになっ
てからは、寛容になってくれました。

――やはり親の説得は「なりたい!」だけではなく、実績
が必要ということですね。私も人の親なので、参考にした
いと思います。ほかに生活面では、友人関係はいかがでしょ
う? 輪は広がっていると思いますが。
Zackray　高校生になってからは、ネットで知り合った
ゲーム友達と付き合うことの方が多いですね。実は今日も、
スマブラ仲間の家から来ました（笑）。最近は親も宅オフ
を理解してくれるようになったのですが、以前は説明して
も理解してくれると思えなかったので、「友達の家に泊まっ
てくる」とだけ伝えていました。
KK　ぼくはまだ学校の友だちと一緒にいることの方が多
いですね。チームメンバーだったり仲のいい人が遠方に住
んでいたりするので、会いたくてもオフラインではなかな
か会えなかったりするので。

――また高校生になって行動範囲も広がったと思います
が、ゲーム以外の趣味はありますか?

Zackray　音楽を聴いたり本を読んだりすることも好きで
す。週末はスマブラに没頭しますが、それ以外の時間はほか
のゲームをやったりテレビを見たりとリフレッシュしたい派
なので。スマブラ以外ではRPGだったりカードゲームをし
たり、あくまでリラックスのためにやります。「モチベーショ
ンを高める」と言ったのも、もちろんスマブラは自分が強く
なるためにプレイしているんですが、楽しむことが一番大事
だと思っています。「やらなきゃ」と思ってやる練習は気持
ち的にしっくり来ないので、モチベーションが下がってきた
時は他のゲームをやって、またやりたくなったらやると。そ
れで気持ちを保った方が上達や学びにもつながりやすいので。

――2人は同じチームで同級生でプロゲーマーと共通点も
多いですが、影響を受けることは?

Zackray　実は顔を合わせたのは今日が初めてだったんで
す。でも同じチームにいる高校生プロゲーマーということ
で、影では応援していました。
KK　Zackray選手の存在はスタッフさんたちから聞いて
いたんですが、同じ高校生プロゲーマーということで、自
分も頑張らないとという気持ちにさせられました。

――密かに力にしていたんですね。改めてプロゲーマーに
なってよかったことを教えてください。
Zackray　ゲーマーに関わらず「プロ」というのは一般的

に見ると遠い存在なんですが、そういう方に立場的にも技
術的にも近づくことができてよかったと思います。2年前
に初めてオフ会に行って「プロには敵わないな。雲の上の
存在だ」と思ったんですが、それが憧れとなってプロを目
指すきっかけにもなりました。あばだんごさんでしたり、
今は普通に話す仲ですが、当時は恐れ多かったです。
KK　みかん坊や選手に憧れていたので、他のクラロワ
YouTuberの方々を含めてお会いできた時は嬉しかったです
ね。あとは自分の場合は実力を試してみたかったという思い
があって、その場が与えられたことも純粋にうれしかったで
す。いくら実力があると言っても、プロにならないとなかな
か評価されない世界でもありますから。なのでプロをになり
たいと思っているプレイヤーは、どんどん目指してほしいで
すね。最近気になる選手…むぎったんさんですね。クラロワ
のグローバルランキングで上位に顔を出すことが多く、日本
ではずば抜けて上手いと思っているので、プロの舞台で戦っ
てみたいです。

――あと数ヶ月で高校生という肩書は外れますが、2人が
残してきた足跡は残りますし、きっとあとに続く選手たち
の力になりますね。本日は本当にありがとございました。
今後の活躍も期待しております!

気になってしまうんですよね。
自分の黒星は100％自分のせい
にしたいので、個人戦の方がい
いですね。

――責任の所在が明確になるの
が個人戦のいいところですね。
KK選手はサッカー時代も含めて
チーム戦一筋ですが、改めてチー
ム戦のいいところを。
KK　ある選手の調子が悪くて
もほかの選手でカバーしながら、
みんなでひとつの勝利に向かっ
て行くところが楽しいですね。
フォア・ザ・チームの精神。ま
た表向きは自分がエースという
立場でしたが、1人の負担をチー
ムで分け合えるといった面もあ
りました。ただしサッカーの経
験が生きたかというと、どうで
しょうか（笑）。

――試合中、結構厳しい顔をし
ていることが多かった印象です。
KK　集中力が大事なゲームなの
で、気を張っていた部分はあり
ました。自分の試合が終わって
ベンチに戻っても、味方が勝た
ないとチームとしての白星は付
かないので、気持ちは切らさず
にいましたね。

実績先行で親を認めさせ
たプロゲーマーの道

――高校生がプロゲーマーとし
て活動するにあたっては、家族の協力も必要だと思います。
どんなきっかけで「プロゲーマーになる」という話をしま
したか?

Zackray　ある大型大会でいい結果を残した時に、上位の
選手が参加する大会に出場できることになったんですね。
別の日だったので大会の前日にホテルに泊まれることに
なったのですが、「高校生は親の同意が必要」と言われた
ので、そのタイミングで打ち明けました。さすがに驚いて
いましたが、「無料でホテルに泊まれる」という武器があっ

たので、「本気でやってるんだ」という気持ちや実績を示
せたのがよかったなと思います。
KK　ぼくもきっかけは同意書問題ですね。プロ選考会で
「やってみないか」と声をかけられたものの、親の許可は絶
対なので説明しました。もちろんというか反対されたのです
が、家族も独自でいろいろと調べてくれて、最終的には理解
してくれました。今は応援してくれているので、思い切って
話をしてよかったと思います。
Zackray　ぼくも反対はされましたね。ゲームは買ってくれ

KK / Zackray
Interview

GameWith

GameWithの一員として、2018
年のクラロワリーグ アジアが旗
揚げされたときから最前線で戦
い続けるチームのエース。2018
年に開催されWCGでも多くのプ
ロから注目選手として名前が挙が
り、その実力は世界に轟く。水
が大好きでジュースには目もくれ
ないが、銘柄にはこだわりなし。

KK Profile

2019年2月にオークランドで開
催されたGenesis6で日本人最
高位となる5位、その後10月に
デトロイトで開催されたThe Big 
House9で優勝するなど、日本
を超えて世界で活躍するスマブ
ラ高校生プレイヤー。スマブラ
に没頭する時はお菓子とジュー
ス（カルピスとコーラ）がお供。

Zackray Profile
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――どういった経
緯で eスポーツ同
好会が作られたの
でしょうか？
昨年まで、パソコ
ン同好会はあった
のですが、eスポー
ツが流行ってきて、
第一回全国高校 e

スポーツ選手権な
どの盛り上がりをみ
て、校長からパソ
コン同好会を解体

して、eスポーツ同好会を作ろうと思うんだけど、須藤先生ど
うだろう？と相談がありました。もちろん「よろしくお願いします」
ということで、部員0人のところから同好会が始まりました。
――なぜ須藤先生が指名されたのでしょうか？
私はパソコン同好会の顧問っていうわけではなかったのです
が、ゲームが好きということが校内で知られ、そのお話が校
長の耳にも入った様で、生徒との年齢も近い私に白羽の矢が
立ちました。
――学校でゲームをするとい
うことに関して学校から反発
はありませんでしたか？
教諭からはありませんでした。
私個人としては保護者の方々
にご理解いただけるかという
点が一番の気がかりでした。
eスポーツといえど、やはりゲー
ムをやるということには変わり
ないので。
そこで、正則学園としてeス
ポーツ同好会の会員には厳し
いルールを設けています。やは
り、ただゲームをしていて、怠けていると思われては続きませ
んので。
1.朝 8時までに登校して個人所有するスマートフォンを同好
会で預かる。（校則でスマホの電源をOFF）
2.学力。中間試験・期末試験、外部模試などの試験について、
一定の基準を満足しないと退会勧告を出す。
3.校則をしっかり守ることができる。生活指導を受けた場合

には 1回で退会。
この3つのルールについては、保護者の方 に々文書として出さ
せていただいて、全て同意できる生徒のみを会員と認めること
にしています。
――学校でゲームをやるからこそ正しくあるというのは素晴ら
しいことですね。それでは同好会の活動内容について教えて
ください。
6月から始動して、現在会員が 8名います。タイトルはリーグ・
オブ・レジェンド（以下、LoLと称す）に絞って活動しています。

経験者が 3名。残りの5名は
初心者です。
10月くらいまでは「30レベル
まであげて、ランク戦に潜れる
ようにする。」ということが目標
になっていました。なので、基
本的にノーマルを回していまし
た。
ランク戦を行えるようにはなっ
たのですが、最近はあえてラン
ク戦を控えています。私たちの
強みってなんなのだろうって考
えた時に情報が出ていないこ

とが強みなんじゃないかということで、情報アドバンテージを
大切にしていこうと思っています。
現在はコーチとして来てくださっている方と一緒に１試合 1試
合、終わった後に振り返りミーティングをしています。ここの動
きはどうだったのか、視界の意味とか、課題を抽出して、次の
試合で実践していくということを繰り返しています。

放課後に行われる部活動や同好会。
最近ではeスポーツの大会に出て活躍することを目標にする部活動ができ始めたと耳にした。

高校で行われるeスポーツ部に潜入取材！
部活動でeスポーツ！？ 顧問の須藤先生に

eスポーツ同好会設立の経緯と活動の実態を伺った。

筆者が高校生だった頃は学校でゲームをプレイす
るなど、言語道断の世界であった。ゲーム文化が
eスポーツという文化と交わったときに、ある一定
の時間やルールの中で学校においてゲームをプレ
イすることが許されて行く。一人のゲーマーとして
そんな世界を憧れないわけがない。しかし、私た
ちが歩んできた実際の学校ではやはり信じがたい。
そんなeスポーツ部の現場に潜入するべく、その
ムーブメントを作っている「全国高校eスポーツ選
手権」の主催である株式会社サードウェーブにコ
ンタクトを取った。

株式会社サードウェーブが行なっている施策の一
つに「eスポーツ部 発足支援プログラム」というも
のがある。5台のゲーミングPCのレンタル費用
が２年間無料になるというプログラムだ。この支援
プログラムに参加する高校が 120校にもなるとい
う。つまり120校もの高校でeスポーツ部が設立
もしくは設立準備されているのだ。

今回は都内にある正則学園高等学校を紹介いただ
いたので、そのレポートをここに綴ろうと思う。

校以上
120

eスポーツ部立ち上げは
全国で既に始まっている！！

全国に広がるeスポーツ部

「正則学園高等学校」
今回潜入する高校

正則学園高等学校は、東京都千代田区神田錦町3丁目1に
ある学校法人正則学園が運営している私立男子高等学校。
正則学園高等学校が行うeスポーツへの取り組みは、2019
年から校長の指示によるeスポーツ同好会を立ち上げから始
まった。パソコンがずらっと並ぶメディアルームの一角に5台
のゲーミングPCと作戦がぎっしり書かれたホワイトボードが
設置され、そこでeスポーツ同好会の活動が行われている。
リーグ・オブ・レジェンド部門で第2回 全国高校eスポーツ
選手権に出場するも、初戦の相手が前回準優勝校という逆
風が吹き荒れる。その逆風を吹き飛ばすために同好会員8
名とコーチ・顧問の10名で勝利を目指す。

2019年4月に非常勤から専任教
師となった物理教諭。ゲーム好
きということでeスポーツ同好会
の顧問となる。27歳と教諭の中
では若手。会員の成績を表計算
ソフトを使用して校内偏差値を
出し指導を行うなど、ゲームと勉
学の両立を目指す。

正則学園高等学校
eスポーツ同好会顧問
須藤 公太 先生

須藤先生プロフィール
TEACHER SUTOH PROFILE
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高校で行われるeスポーツ部に潜入取材！
部活動でeスポーツ！？

――まずはなぜ eスポーツ同好会に入りたいと思ったのか、
動機から教えてください。
学校で堂 と々ゲームができるかなって。中学時代の友達の中で
オンラインカードゲームが流行っていて、もしかしたらeスポー
ツ同好会で遊べるので
はないかと思って入部し
ました。
――そしたらなんじゃこ
りゃって
ああ、違うんだと、まあ
でもゲームできるしいい
かと思って。
――それでリーグ・オブ・
レジェンドをやりましょ
うって言われたと思うん
ですけど、最初触ってみ
たときはどうでした？
ゲームをやって初めて疲
れるということを経験しました。やることが多すぎて、１試合
が終わったのにまだ操作方法にわからない部分があって、最
初は大変でした。
――今はどうですか？
今は結構いろんなチャンピオンが使えるようになってきて、昔

みたいにただ敵を倒すとかじゃなくて、みんなでどういう風に
戦っていくのか、同じゲームをやっていても、そのゲームに対す
る思考が変わってきて。遊ぶという概念よりも、戦略立てる所
とか勉強に近い所があると思います。

――そういうのが逆に
勉強に活かせたりしそう
ですね。同好会に入って
よかったことはあります
か？
別のクラスの友達を今ま
で作ってこなかったんで
すけど、高校に入って初
めて作ることができた事
と、担任の先生以外の
先生と話せるようになっ
たことです。テスト前に、
わからないところを聞く
ことができたりとか、あ

とはちょっとした補講開いてもらったり。テスト勉強にも付き
合ってもらえたりしています。
――今の目標はありますか？ 

今まで言われてきたこと、コーチからのアドバイスを第2回全
国高校eスポーツ選手権大会で発揮していきたいと思っていま

す。長い時間かけて色 な々人の協力もあってここまで来られた
ので、やっぱり最初から全力出して戦えたらなと。
――ちょっと同好会の所とは変わってしまうのですが、ご両
親はどのような視点でこの活動を見られていますか？
eスポーツ同好会に入ると言ったときに、やりたいならいいんじゃ
ない？って言ってくれた上にお父さんがゲーミング用のパソコン
を用意してくれました。家族にもとてもお世話になっています。
――さっき実は先生に同好会の規則について聞いたんです
けど、正直とてもきつくないですか？
(苦笑 )、まあトントンだと思っています。学校で堂 と々ゲームを
やるってことは相当な縛りがついておかしくないと思っています。
――eスポーツっていうものに触れて、私生活に変化はありま
した？
今まで以上にゲームの時間が増えていますね。勉強時間はあま
りかわってないけど、1~2時間程ゲームをプレイする時間が増
えました。
――よくeスポーツ選手とかが言うのですが、ただゲームをプ
レイする時間よりも、真剣にゲームをプレイする時間がすごく
増えたといった話をするのですがいかがですか？ 

リーグ・オブ・レジェンドは、1試合１試合に集中力が必要なゲー

ムで、少しでも気を抜くと急に倒されてしまったりするので、集
中していない時がないですね。
――最後に今後の抱負を教えてください。
ゲームに限らず、色んなことを集中して取り組んでいって、高
みを目指せればなと思います。3年生になった時には優勝した
いと思っています。

主将を務める渡邉くんにも
eスポーツと学生生活について伺った。

高校一年生にしてチームを率い
る主将。リーグ・オブ・レジェン
ドはeスポーツ同好会に入会後
に出会う。試合後の反省会には
人一倍真剣に参加し、コーチと
チームを強くするための相談を
日々 行う努力家。

正則学園高等学校
eスポーツ同好会 主将
渡邉里琉さん(16才)

渡邉主将プロフィール
CAPTAIN WATANABE PROFILE

第2回全国高校eスポーツ選手権
開催中！

ロケットリーグ／© 2015-2019 Psyonix Inc. All rights reserved.　　リーグ・オブ・レジェンド/ © 2019 Riot Games, Inc. All rights reserved.

2019年12月28日(土) / 29日(日)に
オフライン決勝が開催！！

ロケットリーグ2019.12.28 SAT
リーグ・オブ・レジェンド2019.12.29 SUN

会場：EBiS303(東京都渋谷区恵比寿1-20-8エビススバルビル)

開催目的：eスポーツを楽しむ高校生を応援し、新しい文化として発展
させていくこと
主催：毎日新聞社、株式会社サードウェーブ
後援：一般社団法人全国高等学校eスポーツ連盟
運営協力：E5 esports Works
協賛：日清食品ホールディングス株式会社、株式会社デンソー、滋慶
学園COMグループ、株式会社ソニー・ミュージックエンタテイメント
タイトル：ロケットリーグ、リーグ・オブ・レジェンド
日程：
『ロケットリーグ』
予選大会(オンライン) 2019年8月24日(土)、25日(日)
決勝大会(オフライン) 2019年12月28日(土)
『リーグ・オブ・レジェンド』
予選大会(オンライン) 2019年11月23日(土)、24日(日)
決勝大会(オフライン) 2019年12月29日(日)
※決勝の会場は各部門ともEBiS303(東京都渋谷区)
テーマソング：『ナミタチヌ』BURNOUT SYNDROMES
参加費用：無料
公式サイト：https://www.ajhs-esports.jp/
公式Twitter：@ajhs_esports(https://twitter.com/ajhs_
esports)

イベント概要
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GANYMEDE株式会社
〒150-0033 東京都渋谷区猿楽町4-3 鈴円代官山ビル2F

https://gnmd.co.jp

DIRECTOR

制作ディレクター
アシスタントディレクター

INTERNSHIP

インターン
アルバイト

GRAPHIC
DESIGNER

グラフィックデザイナー

PRODUCER

制作プロデューサー
アシスタントプロデューサー

詳しくはこちら

eスポーツはドラマだ。
イベント、選手、キャスター、マガジン…

GANYMEDEは、ドラマを描き続けています。
私たちは、自分の思う『面白い』を伝えたい、と

思いを持つ人材を、募集しています。

Vol.26
DEC.2019

GAME STAR
W

W
W.GAMESTAR.TOKYO

発
行

：
G

AN
YM

ED
E

株
式

会
社

K
K

, Zackray

選
手
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー


